
２
０
春
闘
で
は
「
く
ら
し

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
重

点
に
取
り
組
み
「
賃
金
の
生

計
費
原
則
」
に
も
と
づ
く

「
執
念
を
も
っ
て
た
た
か
え

る
要
求
」
を
つ
く
り
あ
げ
ま

し
た
。
要
求
に
執
着
を
持
ち
、

生
活
実
態
に
も
と
づ
い
た
要

求
闘
争
を
す
す
め
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
春
闘
以
上
に
大

事
で
す
。

生
活
悪
化
と
景
気
悪
化
が

同
時
進
行
し
て
い
ま
す
。
個

人
消
費
の
低
迷
や
実
質
賃
金

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
消
費
税
１
０
％
へ
の
増

税
の
影
響
に
よ
る
物
価
高
な

ど
で
労
働
者
の
生
活
は
ま
す

ま
す
悪
化
し
て
い
ま
す
。

経
営
者
は
現
在
の
景
気
悪

化
と
新
た
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
」
に
よ
る
景
気
減
速
を
口

実
に
賃
上
げ
を
渋
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
う
一

度
み
ず
か
ら
の
生
活
実
態
を

見
つ
め
な
お
し
、
賃
金
の
生

計
費
原
則
を
身
に
つ
け
、
す

べ
て
の
仲
間
の
賃
金
引
き
上

げ
に
、
職
場
の
仲
間
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
全
国
・
地
域

の
仲
間
と
共
同
し
て
、
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
副
委
員
長

矢
部
】

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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川崎支部 20春闘要求提出
三和エレクトロニクス分会：2月20日
日本シャッター分会：2月21日

ＪＭＩＴＵ全国では、２・１９統一要求日、１３９支部分会が要求提出

支部平均 ２８，５２５円（１０．７１％）

三和エレクトロニクス分会：20春闘要求書

（１）正社員・定年後の再雇用嘱託社員の賃金を

一律17,500円以上引き上げること。

（２）新入社員の初任給（基準内賃金）を以下の様に改善

し、若年層の賃金底上げを行うこと。

高校卒 200,000円

短大・専修2年制・高専卒 220,000円

短大・専修3年制卒 230,000円

大学卒 240,000円

（３）中途採用者の賃金改善（才年制の改善）

才年制で実年齢よりも低い賃金のものについて、

勤続７年までに実年齢の95％以上に、勤続10年まで

に実年齢の100％にすること。

（４）定年後の再雇用嘱託社員の賃金改善

定年後のの再雇用嘱託社員賃金を（在職老齢年金・

雇用延長給付金を含めて）初年度年収で、退職時の

90％とすること。

（５）住宅手当の親元、既婚者を単身者と同額の16,000円

にすること。

（６）「2020春闘・ＪＭＩＴＵ統一要求書」について、

項目ごとに回答すること。

回答指定日 2020年3月4日

日本シャッター分会：20春闘要求書

１、賃金引上げ

雇用形態に如何に拘らずフルタイムで働く

社員に対して。

基本給を一律５，０００円引き上げること

２、夏季一時金

正社員基本給の1.6ヵ月を支給すること

契約社員は正社員に準じて支給すること

回答指定日 2020年3月24日



２
月
１
６
日
、
川
崎
支
部
第
６
６
回

臨
時
大
会
が
川
崎
支
部
事
務
所
で
開
か

れ
ま
し
た
。

昨
年
の
定
期
大
会
以
降
の
活
動
報
告
が

さ
れ
、
合
同
分
会
の
活
動
休
止
や
「
支

部
報
」
の
編
集
方
針
、
改
善
点
な
ど
の

意
見
や
組
織
拡
大
へ
の
取
組
な
ど
多
方

面
で
の
質
疑
・
討
論
を
行
い
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

「
大
幅
賃
上
げ
実
現
」
「
消
費
税
５

％
へ
戻
せ
」
「
９
条
改
憲
阻
止
」
「
労

働
者
の
生
活
悪
化
を
突
破
し
、
く
ら
し

と
平
和
を
ま
も
る
春
闘
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
２
０
春
闘
方
針
案
が
提
起
さ
れ
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
、
三
和
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
の
春
闘
で
の
取
組

状
況
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
の
中
で
働

き
方
関
連
法
の
「
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
」
が
２
０
年
４
月(

中
小
企
業
は
２

１
年
４
月)

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
賃
金
・
手
当
な
ど
を
「
同
一
」
と

言
っ
て
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
良
い
の
か
分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

２
０
春
闘
で
は
中
国
と
ア
メ
リ
カ
と

の
「
貿
易
戦
争
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
に
よ

る
影
響
な
ど

「
景
気
の
先

行
き
不
安
」

を
口
実
に
経

営
側
の
賃
上

げ
抑
制
攻
撃

が
強
ま
る
こ

と
が
考
え
ら

れ

ま

す

。

「
消
費
税
増

税
に
よ
る
生

活
悪
化
の
改
善
を
」
「
若
者
が
希
望
を

持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
」
と

い
う
労
働
者
の
切
実
な
要
求
を
土
台
に
、

団
結
と
職
場
世
論
を
ひ
ろ
げ
て
た
た
か

え
ば
前
進
で
き
る
条
件
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
経
営
側
の
賃
上
げ
抑
制
攻
撃
に

負
け
ず
労
働
者
が
健
康
で
働
き
、
結
婚

し
子
供
を
産
み
育
て
生
活
が
出
来
る
賃

金
「
賃
金
の
生
計
費
原
則
」
を
最
後
ま

で
つ
ら
ぬ
き
と
お
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

次
の
統
一
ス
ト
権
が
提
案
さ
れ
ス
ト

権
は
満
票
で
確
立
し
ま
し
た
。

（
１
）
「
す
べ
て
の
仲
間
の
大
幅
賃
上

げ
」
と
２
つ
の
統
一
要
求
書
に
も
と
づ

く
、
対
経
営
者
要
求
に
つ
い
て
の
統
一

ス
ト
権

（
２
）
労
働
法
制
改
悪
反
対
・
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
な
ど
人
間
ら

し
く
は
た
ら
く
権
利
の
確
立
を
求
め
る

統
一
ス
ト
権

（
３
）
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
と
社
会

保
障
制
度
の
改
悪
阻
止
・
拡
充
を
求
め

る
統
一
ス
ト
権

（
４
）
憲
法
９
条
改
憲
阻
止
、
戦
争
法

廃
止
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
を
求
め
る

統
一
ス
ト
権

決
議
案
は
次
の
の
ふ
た
つ
が
提
案
さ

れ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
解
雇
自
由
化
に
つ
な
が
る
「
不

当
解
雇
の
金
銭
解
決
」
阻
止
！
す
べ
て

の
争
議
の
勝
利
解
決
を
め
ざ
す
決
議
。

（
２
）
安
倍
内
閣
に
よ
る
政
治
の
私
物

化
と
憲
法
破
壊
を
許
さ
ず
、
く
ら
し
と

平
和
を
ま
も
る
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ

す
決
議
。

「
２
０
春
闘
・
闘
争
宣
言
」
の
採
択

の
後
、
最
後
に
長
谷
川
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
臨
時
大
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

6508号 （２）

川崎支部臨時大会開かれる

生計費原則をつらぬき大幅賃上げ実現！

【川崎支部書記長 光田道雄】



（３） 6508号

４
月
か
ら

変
わ
る
法
律

（
第
１
弾
）

（
１
）
「
働
き
方
改
革
」
関
連

法
の
一
環
と
し
て
、
「
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
」
が
改
正
さ
れ

名
称
も
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
法
」
と
な
り
ま
し

た
。
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

以
下
の
４
点
で
す
。

①
法
律
の
適
用
対
象
に
「
有
期
雇

用
」
が
加
わ
り
、
短
時
間
労
働

並
び
に
有
期
労
働
と
な
り
ま
し

た
。
定
年
後
継
続
雇
用
者
に
つ

い
て
も
こ
の
法
律
が
適
用
さ
ま

す
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
正
社
員
と
の
間
で
職
務

内
容
に
差
が
な
い
場
合
は
、
正

社
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
等
と

の
差
別
的
取
り
扱
い
を
禁
止
し

ま
し
た
。
（
「
均
等
待
遇
」

と
い
う
）

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
正
社
員
と
の
間
で
、
職

務
内
容
等
の
違
い
や
特
別
の
事

情
が
あ
る
場
合
は
賃
金
・
労
働

条
件
に
つ
い
て
正
社
員
と
比
較

し
て
不
合
理
な
差
を
禁
止
し
ま

し
た
。

（
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

＝
「
均
衡
待
遇
」
と
呼
ぶ
）

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
正
社
員
と
の
間
に
待
遇

差
が
あ
る
場
合
、
使
用
者
に
対

し
そ
の
内
容
と
理
由
に
つ
い
て

説
明
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

し
た
。

（
２
）
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
」
に
も
と
づ
き
、

ど
の
よ
う
な
待
遇
差
が
不
合
理

な
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
た
め

に
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者

（
定
年
後
継
続
雇
用
者
を
含
む
）

に
対
し
、
正
社
員
と
同
一
支
給

（
同
一
待
遇
）
す
べ
き
も
の
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
役
職
手
当

◎
特
殊
作
業
手
当

（
例
え
ば
交
代
勤
務
手
当
等
）

◎
精
皆
勤
手
当

◎
時
間
外
・
休
日
・

深
夜
労
働
・

割
増
手
当

◎
通
勤
手
当

◎
出
張
旅
費

◎
食
事
手
当

◎
単
身
赴
任
手
当

◎
特
定
の
地
域
で
働
く
労
働
者
に

対
す
る
補
償
と
し
て
支
給
さ
れ

る
地
域
手
当

◎
福
利
厚
生
施
設
（
食
堂
、

休
憩
室
、
更
衣
室
等
）
の
利
用

◎
転
勤
者
用
住
宅

◎
慶
弔
休
暇
の
付
与

◎
健
康
診
断
に
伴
う

勤
務
免
除
や
有
給
保
障

◎
病
気
休
暇

◎
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
等
勤
続
年

数
に
応
じ
て
付
与
し
て
い
る
休

暇
◎
現
在
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な

技
能
ま
た
は
知
識
を
習
得
す
る

た
め
の
教
育
訓
練

◎
正
社
員
と
同
一
の
業
務
環
境
に

置
か
れ
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
者
の
安
全
管
理
に

関
す
る
措
置
・
給
付

三
和
（
Ｅ
）
分
会

小
林
正
一

な
ん
ぶ
せ
ん

事
故
が
起
き
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
？
。

３
月
末
に
運
用
が
本
格
化
す
る
東
京
・
羽
田

空
港
の
都
心
上
空
を
低
空
飛
行
コ
ー
ス
の
問

題
。
▼
す
で
に
試
験
飛
行
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
到
着
で
は
、
中
野
駅
付
近
上
空
（
約
１

１
６
０
ｍ
）
進
入
角
度
３
．
５
度
そ
し
て
大

井
町
駅
付
近
上
空
（
３
３
５
ｍ
）
く
ら
い
か

ら
羽
田
滑
走
路
に
進
入
す
る
と
さ
れ
て
お
り

東
京
タ
ワ
ー
（
３
３
３
ｍ
）
と
比
べ
飛
行
機

が
い
か
に
低
空
を
飛
行
す
る
か
が
判
り
ま
す
。

▼
飛
行
機
の
低
空
飛
行
で
住
民
へ
の
騒
音
問

題
、
車
輪
の
開
脚
時
等
の
落
下
物
（
氷
の
固

ま
り
）
そ
の
他
部
品
等
の
落
下
な
ど
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
▼
も
う
一
つ
は
、
飛
行

機
の
降
下
角
が
３
．
４
５
度
と
急
降
下
す
る

こ
と
で
す
。
航
空
業
界
で
は
、
７
８
年
以
来
、

安
全
性
と
騒
音
の
観
点
か
ら
降
下
角
の
検
証

を
重
ね
た
結
果
、
世
界
の
大
空
港
で
は
３
．

０
度
を
適
当
と
し
て
今
で
は
常
識
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
▼
市
街
地
上
空
を
飛
び
、
過
去
に

「
世
界
一
着
陸
が
難
し
い
」
と
呼
ば
れ
た
香

港
・
旧
啓
徳
空
港
で
さ
え
３
．
１
度
で
し
た
。

▼
羽
田
空
港
が
降
下
角
３
．
４
５
度
と
な
れ

ば
「
世
界
一
着
陸
が
難
し
く
危
険
」
な
空
港

と
な
り
ま
す
。
▼
騒
音
・
落
下
物
問
題
と
降

下
角
が
３
．
４
５
度
と
急
降
下
す
る
問
題
を

含
め
、
今
回
の
都
心
上
空
低
空
飛
行
の
新
ル
ー

ト
実
施
は
中
止
す
べ
き
と
強
く
思
い
ま
す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ

》



出
か
け
る
前
日
ま
で
何
と
な
く
気

が
重
か
っ
た
の
で
す
が
、
出
発
確
認

の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
元
気
が
出

ま
し
た
。
８
日
朝
、
気
持
ち
よ
く
出

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
フ
ト
か
ら
な
ん
と
か
立
ち
上
が

れ
て
ヨ
カ
ッ
タ
ー
と
４
本
滑
っ
た
ら

ふ
く
ら
は
ぎ
と
も
も
が
だ
る
い
。
靴

が
重
く
感
じ
て
う
ま
く
歩
け
な
い
。

こ
ろ
ぶ
の
が
一
番
こ
わ
い
と
早
々
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。

肌
に
と
ろ
り
と
ま
と
わ
り
つ
く
温
泉

の
気
持
ち
よ
さ
、
品
数
た
っ
ぷ
り
の

夕
食
に
満
足
し
て
よ
く
眠
れ
ま
し
た
。

２
日
目
、
体
が
重
い
、
滑
る
の
は

や
め
て
雪
の
上
を
ウ
ロ
ウ
ロ
歩
く
と

面
白
い
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
椅

子
の
つ
い
た
ボ
ー
ド
の
宣
伝
。
来
年

は
あ
れ
に
乗
り
た
い
！

楽
し
か
っ
た

で
す
。
運
転
手

さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

昨
今
の
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う

言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
久
し
ぶ
り

に
土
日
連
休
を
取
り
、
始
め
て
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
。
最
高
の
ス
キ
ー
日

和
。
ス
ノ
ー
マ
シ
ン
で
造
っ
た
雪
も

さ
ら
さ
ら
で
、
気
持
ち
良
く
滑
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ロ
ッ
ジ
の
夕
食
は
話
に
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
料
理

の
種
類
。
ど
れ
も
美
味
し
い
。
デ
ザ
ー

ト
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
全
種
類
い

た
だ
い
て
、
満
足
満
足
！

翌
日
は
私
の
希
望
を
聞
い
て
く
だ

さ
り
、
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
場
へ
。

念
願
の
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
で
休
憩
し
て
、

お
土
産
の
お
菓
子
を
沢
山
買
い
込
ん

で
、
ま
た
ま
た
満
足
！

楽
し
く
て
、
美
味
し
く
て
、
の
ん

び
り
出
来
た
ス
キ
ー
旅
行
。

ま
た
来
年
も
行
き
た
い
な
～

6508号 （４）

２
月
８
日
、
９
日
毎
年
恒
例
、
支
部
ス
キ
ー

食
べ
て
食
べ
て
滑
っ
て

初
日
８
日
は
「
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
」
、
９
日
は
「
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
場
」
。
宿
は
い
つ
も
の
「
伊
予
ロ
ッ
ジ
」
。
今

回
は
３
名
の
女
性
に
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

残
念
で
し
た
。

で
も
来
年
も

行
き
た
い
で
す
。

【
山
下
幸
枝

記
】

楽
し
か
っ
た
～
！

美
味
し
か
っ
た
～
！

【
長
谷
川
雅
子

記
】



初
詣
も
行
か
な
い
細
谷
家
で
す
が
、

年
に
一
回
こ
っ
き
り
の
感
と
な
っ
た

ス
キ
ー
、
ス
キ
ー
詣
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
支
部
の
ス
キ
ー
行

で
す
。

中
央
高
速
も
ス
ス
イ
ノ
ス
イ
で
富

士
見
高
原
ス
キ
ー
場
に
到
着
。
今
回

初
、
も
し
く
は
す
ご
く
久
し
ぶ
り
参

加
の
長
谷
川
委
員
長
の
お
連
れ
合
い

さ
ん
を
除
く
全
員
が
シ
ニ
ア
料
金
の

パ
ス
を
購
入
。
ス
キ
ー
場
に
も
高
齢

化
の
波
が
キ
タ
ー
━(ﾟ

∀ﾟ
)

━!

。

宿
は
定
宿
（
年
１
回
の
）
伊
予
ロ
ッ

ジ
で
、
い
つ
も
な
が
ら
の
品
数
、
味

と
も
に
充
実
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
が
堪

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

デ
ザ
ー
ト
も
５

種
類
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
６
色
で

す
か
ら
ね
。

部
屋
も
別
棟
の
一
棟

（
バ
ス
、
ト
イ
レ
、
冷
蔵
庫
、
キ
ッ

チ
ン
付
き
）
で
、
『
い
く
ら
で
も
騒

い
で
く
れ
』
と
お
や
じ
さ
ん
に
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
夜
な
ん
か
騒
ぐ
元
気

も
な
い
シ
ニ
ア
た
ち
で
す
か
ら
、
早
々

に
男
部
屋
、
女
部
屋
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
た
だ
、
早
朝
、
ト
イ
レ
に
行

こ
う
と
リ
ビ
ン
グ
を
横
切
っ
た
と
こ

ろ
、
我
ら
が
長
谷
川
委
員
長
が
布
団

を
か
ぶ
っ
て
ト
イ
レ
へ
の
通
路
を
ふ

さ
い
で
寝
て
い
た
の
に
は
う
ん
ざ
り
。

二
日
目
は
、
三
和
の
委
員
長
が
足

し
げ
く
通
っ
て
ゲ
ッ
ト
し
た
３
人
分

の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
ス
キ
ー
場
へ
（
あ
の
お
菓
子
の
会

社
の
。
手
広
く
や
っ
て
ん
な
ぁ
）
。

１
２
時
に
集
合
と
確
認
し
て
そ
れ

ぞ
れ
散
ら
ば
り
ま
し
た
が
、
委
員
長

ご
夫
婦
は
仲
良
く
滑
っ
て
い
ま
し
た

ね
。

私
は
リ
フ
ト
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
に
１
人
用
の
ゲ
ー
ト
に
並
び

ま
す
。
そ
こ
で
同
じ
リ
フ
ト
に
な
っ

た
３
人
組
の
う
ち
の
女
の
子
が
こ
ん

に
ち
は
！
と
声
を
か
け
て
く
れ
て

（
今
時
め
ず
ら
す
ぃ
・
・
・
）
、
外

国
の
方
を
連
れ
て
い
た
の
で
、
『
ど

ち
ら
か
ら
の
お
友
達
？
』
と
聞
い
た

ら
、
『
向
こ
う
か
ら
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー

ル
、
私
は
タ
イ
』
、
『
（
あ
な
た
、

日
本
人
じ
ゃ
な
い
の
ぉ
）
え
え
え
え
っ
、

日
本
語
、
上
手
ね
』
、
『
あ
り
が
と

う
。
日
本
、
長
い
か
ら
ね
』
で
話
が

弾
ん
で
、
『
今
日
は
寒
い
ね
ぇ
』
な

ど
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
男
性
が
『
暑
い
よ
』
と
言
い

出
し
て
、
さ
す
が
ネ
パ
ー
ル
は
エ
ベ

レ
ス
ト
が
あ
る
か
ら
ね
ぇ
と
納
得
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
を
後
に
し
て
、
お
昼
は
、

何
度
も
前
を
通
り
な
が
ら
寄
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
萌
木
の
森
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
。
お
店
の
人
が
１
７
８
０
円

の
ケ
ー
キ
付
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
を
強
力

に
勧
め
る
の
で
、
な
ん
で
や
ぁ
と
い

う
顔
を
し
た
ら
、
こ
の
地
域
の
“
寒

い
ほ
ど
お
得
フ
ェ
ア
”
で
、
今
日
の

１
０
時
の
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
８
℃
だ
っ

た
の
で
、
こ
の
セ
ッ
ト
は
半
額
に
な

る
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
全
員
が
こ
の
セ
ッ
ト
を
注
文
。

近
く
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
専
門
店
で
は
、

３
０
万
円
の
商
品
が
１
５
万
円
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

寒
い
日
を
選
ん
で
訪
ね
て
み
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。

帰
り
も
ス
ス
イ
ノ
ス
イ
で
、
ナ
ビ

は
（
車
の
純
正
と
ス
マ
ホ
の
グ
ー
グ

ル
の
二
つ
で
、
二
つ
と
も
）
高
井
戸

を
降
り
ろ
と
言
っ
て
く
る
け
ど
、
ま

あ
ち
ゃ
ん
の
（
長
谷
川
委
員
長
の
お

連
れ
合
い
さ
ん
ね
）
の
助
言
で
、
府

中
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
降
り
た
ら
、

こ
れ
ま
た
ス
ス
イ
ノ
ス
イ
で
帰
宅
で

き
ま
し
た
。
参
加
の
み
な
さ
ん
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
来
年
、

年
を
重
ね
て
ス
キ
ー
に
行
こ
う

（５） 6508号

わ
た
し
を
ス
キ
ー
に

連
れ
て
っ
て
！

【
細
谷
あ
つ
子

記
】



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

か
わ
さ
き
主
催
、
川
崎
市
及
び
川
崎

市
教
育
委
員
会
後
援
の
第
５
回
目
の

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
講
座
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
解
雇
や
雇

止
め
・
退
職
強
要
に
あ
っ
た
ら
」
で

講
師
は
、
川
崎
北
合
同
法
律
事
務
所

の
林
弁
護
士
で
し
た
。
参
加
者
は
１

１
名
（
内
女
性
３
名
）
。
今
回
、
弁

護
士
さ
ん
の
参
加
が
講
師
の
林
さ
ん

の
み
で
、
孤
軍
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
意
見
交
換
の
中
で
女

性
か
ら
「
今
、
労
働
組
合
と
裁
判
中
。

裁
判
が
傍
聴
人
が
入
れ
な
い
部
屋
で

行
わ
れ
て
い
る
。
傍
聴
で
き
な
い
け

ど
支
援
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
も

あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

（
講
座
の
一
部

紹
介
）

労
働
契
約
終
了
の
形
態
は
「
解
雇
」

「
退
職
」
「
雇
止
め
」
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。
問
題
に
な
る
の
は
「
解
雇
」

「
雇
止
め
」
で
す
。

民
法
で
は
、
解
雇
に
つ
い
て
、

雇
用
し
て
い
る
側
（
経
営
者
）
が

雇
用
さ
れ
て
い
る
側
（
労
働
者
）
に

「
辞
め
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ま
た
労

働
者
が
経
営
者
に
「
会
社
を
辞
め
ま

す
」
と
い
つ
で
も
雇
用
契
約
解
約
の

申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
申
し
入
れ
か
ら
２
週
間
の
経
過
に

よ
っ
て
、
雇
用
契
約
は
終
了
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
民
法
６
２
７
条
１
項
）

労
働
者
は
、
２
週
間
前
に
辞
め
る

と
会
社
に
通
告
す
れ
ば
辞
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
（
超
ブ
ラ
ッ
ク

の
職
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
理
由
を
つ

け
て
辞
め
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
い
つ
で
も
辞
め
ら
れ

ま
す
。
）

と
こ
ろ
が
会
社
が
こ
の
民
法
の
よ

う
に
い
つ
で
も
労
働
者
を
辞
め
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
労
働
者
は
た

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
は
、
労
働
基
準
法
や
労
働
契

約
法
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
解
雇
】
に
つ
い
て

解
雇
に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

①
普
通
解
雇

②
懲
戒
解
雇
（
労
働

者
に
事
情
の
あ
る
解
雇
）

③
整
理

解
雇
（
会
社
に
事
情
の
あ
る
解
雇
）

で
す
。

普
通
解
雇
で
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
解
雇
は
無
効
で
す
。

①
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き

②
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
な
い
場
合
。

（
労
働
契
約
法
１
６
条
）

標
準
語
？
に
直
す
と

「
普
通
に
考
え
て
、
ク
ビ
に
な
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
事
情
が
あ

る
か
ど
う
か
」
で
す
。

さ
て
さ
て
、
い
つ
も
の
よ

う
に
突
然
の
問
題
で
す
。

《
問
題
は
次
の
ペ
ー
ジ
》

6508号 （6）

NOP法人 ワーカーズネットかわさき

ワークルール講座より

【細谷静雄 記】



問
題社

長
か
ら
突
然
「
君
は
明
日
か
ら

ク
ビ
だ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

本
人
は
会
社
を
辞
め
た
く
な
い
し
、

理
由
も
わ
か
ら
な
い
。

さ
て
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
正
し
い
対
応
は
。

①
社
長
に
解
雇
理
由
を
尋
ね
る
。

（
隠
し
録
音
で
も
よ
い
の
で
ス
マ
ホ

等
で
録
音
す
る
）

②
社
長
に
書
面
で
解
雇
理
由
を
出
さ

せ
る
。

③
頭
に
き
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
帰
え

る
。

回
答

①
、
②
で
す
。

使
用
者
が
、
解
雇
理
由
を
書
面
で

明
ら
か
に
し
な
い
場
合
は
、
３
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
す
。
（
労

基
法
１
２
０
条
１
号
）

そ
れ
か
ら
、
「
辞
め
ま
せ
ん
」

「
働
き
ま
す
」
と
そ
の
場
で
必
ず
主

張
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
解
雇
通

告
後
何
も
言
わ
ず
に
出
社
し
な
い
と
、

会
社
か
ら
「
退
職
勧
奨
し
た
だ
け
で
、

解
雇
は
し
て
い
な
い
。
退
職
勧
奨
後
、

労
働
者
が
仕
事
に
来
な
か
っ
た
の
は
、

単
な
る
無
断
欠
勤
だ
」
と
し
て
懲
戒

解
雇
の
理
由
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

（7） 6508号

職
場
ト
ピ
ッ
ク

【
細
谷
静
雄

記
】

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
株
）

で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
と
し
て
、

写
真
の
よ
う
な
、
手
を
か
ざ
す
だ

け
で
消
毒
液
（
泡
）
が
で
る
装
置

を
導
入
。
こ
れ
が
、
玄
関
だ
け
で

な
く
、
会
議
室
や
食

事
を
す
る
場
所
等
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
に

設
置
さ
れ
た
。
三
和

で
は
以
前
か
ら
こ
の

時
期
に
な
る
と
玄
関

に
ポ
ン
プ
式
の
消
毒

装
置
を
置
い
て
い
た

が
、
今
年
は
大
幅
に
変
更
。

小
生
も
実
は
今
ま
で
ポ
ン
プ
式

で
は
消
毒
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
だ
と
、
気
軽
に

手
を
出
せ
る
の
で
、
三
和
に
会
議

等
で
訪
れ
る
と
き
は
必
ず
使
用
し

て
い
ま
す
。

な
か
な
か
す
ご
い
ぞ
三
和
！

次回ワークルール講座最終回（第6回）

３月２６日（木）１９時～

てくのかわさき 第１研修室

テーマ『労働組合・労基署・労働センター

はあなたの味方』

講師

柳沼氏（かながわ労働センター）

竹内氏（全川崎地域労組特別執行委員）

２月２９日（土） 金属労働者のつどい 東日本集会

３月 １日（日） 神奈川県民集会

３月 ８日（日） 原発ゼロへのカウントダウンinかわさき

新型コロナウイルス感染防止でイベント中止



 【クイズの解き方】 

3×3 のブロックに区切られた 9×9 の正方形の枠内に 1? 9 までの数字を入

れるペンシルパズルの一つです。 

難易度★★★☆☆
8 7 1

4 2

9 7

5

2 4 8

7

5 2

8 4

1 5 7

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！(６５０８号)

今後の日程
2月29日(土) 東日本集会 上野公園水上音楽堂(12時開場13時スタート)※デモ後懇親会
3月01日(日) 県民集会(横浜山下公園石の広場)11:00～

03日(火) メーデー実行委員会(川崎労連事務所サンポール４Ｆ409号室)18:3０～
04日(水) 春闘回答指定日／三和エレクトロニクス分会団交
05日(木) 第8回書記局会議（支部事務所）19:00～(日付変更注意)
07日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～／絵手紙教室
08日(日) 原発ゼロカウントダウンin川崎(中原平和公園)11:00会場、講演13:00～
11日(水) 第13回執行委員会（支部事務所）19:00～
12日(木) 春闘統一行動日ＮＴＴスト支援(川崎事務所)8:00～
13日(金) 重税反対統一行動（テクノかわさき）10:00～
14日(土) 川崎支部未組織宣伝(登戸駅)10:00～／労働相談（支部事務所）13:00～
19日(木) 春闘統一行動日
20日(金) 支部花見(桜を見る会)＆学習会(支部事務所11:00～)中止検討中
21日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～
25日(水) 第14回執行委員会（支部事務所）19:00～
28日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

4月01日(水) 第9回書記局会議
04日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～
08日(水) 第15回執行委員会（支部事務所）19:00～
11日(土) 川崎支部未組織宣伝(登戸駅)10:00～／労働相談（支部事務所）13:00～
18日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～
22日(水) 第16回執行委員会（支部事務所）19:00～
25日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

【お詫びと訂正】
1月27日に発行しました支部報6507号の5
ページ目の「郵便振替口座廃止のお知らせ」
の中に一部誤りがありました。
継続使用する郵便振替口座 名称

（誤）ＪＭＩＵＴ川崎支部
（正）ＪＭＩＴＵ川崎支部

太い点線わくの４つの数字の合計を答えて下さ

い。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で次回支

部報発行日（おおよそ２週間）までにお名前・

住所と職場名を添えてご連絡下さい。応募はど

なたでも結構です。正解者の中から抽選で５名

の方に５百円相当の図書カード・クオカードか

ビール券を差し上げます。

応募方法


